
 

 

〈概要版〉 

宝宝塚塚市市労労働働施施策策推推進進計計画画  

～働く意欲を持つすべての人への就労支援～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 2９年（201７年）３月 

宝塚市 

平成 29年度(2017年度)～平成 32年度(2020年度) 
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（１）計画策定の趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画の位置づけと期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では宝塚市労働問題審議会からの平成 19 年（2007 年）の「宝塚市にお

ける今後の主な労働施策（答申）」に基づき、雇用・就業の促進と安定対策、産

業振興と雇用・就業創出対策、労働福祉の向上対策、関係機関との連携による

施策の推進を基本目標に掲げ、「宝塚市労働施策に係る行動計画」として取組を

推進してきました。 

答申から 10年が経過し、我が国の雇用、労働を取り巻く状況の変化に対応す

るために、本市が推進してきた行動計画に掲げている施策について概ね８割以

上が実施できていると評価し、施策体系の見直しや、取組の重複部分の整理等

を行い、新たに「宝塚市労働施策推進計画」を策定し、働く意欲を持つすべて

の人の雇用・労働環境の向上をめざします。 

「第５次宝塚市総合計画後期基本計画」を上位計画とし、他部局が策定す

る計画との連携や整合性を持つ計画です。 

         推進計画の策定にあたって １ 

  
第５次宝 塚 市総合計画後期基本計画  

連携   

整合   

宝 塚 市労働施策推進計画  
 

○宝 塚 市第４次障がい者
施策長期推進計画  
○第２次宝 塚市男女共同
参画プラン  
○宝 塚 市次世代育成支援
行動計画たからっ子「 育
み 」 プラン（子ども・子
育て支援事業計画） 

・・・等  
  

  

○高年齢者雇用安定法  

○障害者雇用促進法  

○女性活躍推進法  

○生活困窮者自立支援法  

・・・等   

 

国  

他部局計画等  
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本計画は、平成 29年度（2017年度）から平成 32年度（2020年度）の４か

年を計画期間とします。策定後には計画の進捗状況について定期的に評価等

を行い、適宜必要な見直しを行います。 

 

平成 28年度 

（2016年度） 

平成 29年度 

（2017年度） 

平成 30年度 

（2018年度） 

平成 31年度 

（2019年度） 

平成 32年度 

（2020年度） 

  

 

   

 

宝塚市労働施策推進計画 

第５次宝塚市総合計画後期基本計画 
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【高齢者の就労動向】 

本市の 65歳以上人口における労働力率は男女共に県や全国と比べて低い水準にあ

る。 

約５割が 60歳以降も就業意向を持っている。そのうち約４割が 70～80歳未満まで

働き続けたいと考えている。 

図 60歳以降の就業意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：平成 26年度宝塚市労働実態調査報告書（市民） 

 

図 働き続けたい年齢 

 

 

 

 

 

 
 

資料：平成 26年度宝塚市労働実態調査報告書（市民）  

 

 

 

【課題】 

希望する誰もが高齢になっても働くことができる環境の実現 

再雇用制度、勤務延長制度等高齢者の雇用確保措置の導入率の低さ 

15.4% 38.3% 17.2% 22.7% 6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=3,126）

年金が支給されるまで働きたい

年金が支給されても働き続けたい

働かない

わからない

無回答

【本市の就労動向の概況】 

年少人口（0～14歳）、生産年齢人口（15～64歳）は減少、老年人口（65歳以上）は

増加を続けており、少子高齢化が進んでいる。 

労働力人口は横ばいで就業者数は減少傾向であり、非労働力人口が増加している。労

働力率は県、全国を下回る。 

※労働力人口…15歳以上の人口のうち、「就業者」と「完全失業者」の合計 

※非労働力人口…15 歳以上の人口のうち、「家事」あるいは「通学」をしていた人、またそれ以外の収入を伴う

 仕事をしていない人のうち「求職者」及び「完全失業者」を除く人の合計 

※労働力率…15歳以上の人口に対する労働力人口の割合  

市民の雇用形態をみると、男性は７割以上が正社員だが、女性は４割強にとどまっ

ている。 

         宝塚市の現状と課題 ２ 

4.8% 29.9% 41.4% 6.6% 17.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
（N=1,678）

65歳未満 65～70歳未満 70～80歳未満
80歳以上 無回答

60 歳以降も就業意向がある人の働き続けたい年齢をみると、「70～80 歳未満」

が 41.4％と最も多く、次いで「65～70歳未満」が 29.9％である。 

60歳以降も就

業意向がある

人は53.7％と

なっている。 
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【障がい者の就労動向】 

本市の障害者手帳所持者数は、身体障害者手帳は 8,302人、療育手帳は 1,463人、

精神障害者保健福祉手帳は 1,336人となっている（平成 25年度（2013年度）時点）。 

宝塚市障害福祉計画（第４期計画）策定にあたって実施したアンケート調査によ

ると、身体障がい者の 32.4％、知的障がい者の 15.3％、精神障がい者の 17.5％が

働いており、その就労状況は「図 就労形態」のとおりである。 

図 日中の過ごし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 就労形態 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：宝塚市障害福祉計画（第４期計画） 
 

製造業、教育、学習支援業、医療、福祉分野で障がい者を雇用している事業所が

多い。 

【課題】 

障がいの状態や特性に応じた働く場や就労支援の場の確保 

安定的な雇用の創出や能力や個性を発揮しやりがいを感じながら働ける環境づくり 

平成 26 年度宝塚市労働実態調査によると市内企業における障がい者の雇用が

15.4％にとどまっていること 

22.6%

13.5%

49.3%

49.1%

37.5%

28.2%

3.8%

0.0%

8.1%

0.0%

0.0%

2.4%

22.6%

45.8%

8.1%

1.9%

3.1%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神（N=53）

知的（N=96）

身体（N=209）

会社員、団体職員 パート、アルバイト、

派遣・契約社員

自営業

自宅でできる仕事 作業所や就労継続・

移行支援を利用

無回答

12.2%

32.4%

1.2%

11.3%

10.9%

1.9%

2.0%

19.8%

5.4%

0.3%

1.9%

46.3%

15.3%

0.2%

25.0%

0.2%

0.3%

0.3%

5.6%

6.0%

0.6%

0.3%

2.0%

17.5%

1.7%

22.5%

7.3%

5.0%

1.3%

38.4%

4.3%

0.3%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

通園・通学している

働いている

ボランティアなど、収入を得ない

仕事をしている

福祉施設、作業所等に通っている

専業主婦（主夫）をしている

病院などのデイケアに通っている

リハビリテーションを受けている

自宅で過ごしている

入所している施設や病院等で

過ごしている

その他

無回答

身体（N=645） 知的（N=629） 精神（N=302）

身体障がい者は「会社

員、団体職員」が多い

が、知的障がい者は「作

業所や就労継続・移行

支援を利用」、精神障が

い者は「パート、アル

バイト、派遣・契約社

員」が多い。 
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【女性の就労動向】 

本市の女性の労働力率は県や全国と比べて低い。 

図 女性の５歳階級別労働力率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：国勢調査（平成 22年 10月 1日現在） 

 

 

 

【課題】 

職場の意識改革や、家庭と育児の両立支援等の取組の充実 

長時間労働等、男性の働き方 

男女が共に家事や子育て等の責任を果たすことができる社会づくりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“Ｍ字の谷”にあたる 35～39歳の労働力率は県より 9.9ポイント、国より 14.7ポイント

低くなっている。 

13.1%

65.1%

77.1%

59.7%

53.3%
58.6%

65.2%
62.6%

52.9%

35.5%

9.7%

14.8%

68.2% 76.9%

64.9%

63.2%

68.7%
72.6%

69.3%

58.7%

42.4%

12.7%

15.4%

70.4%

78.7%

69.4% 68.0%

72.5%
75.8%

73.2%

63.9%

47.5%

14.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

15～19歳20～24歳25～29歳30～34歳35～39歳40～44歳45～49歳50～54歳55～59歳60～64歳65歳以上

宝塚市 平成22年 兵庫県 平成22年 全国 平成22年
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【若者の就労動向】 

本市の若者（15～34歳）の完全失業率は平成 22年までの国勢調査によると増加傾

向にあったが、近年、全国の若者の完全失業率は減少傾向にある。 

若者を雇用するうえでの問題について、「早期の離職」が 57.4%、「人材の確保」が

41.2%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 26年度宝塚市労働実態調査報告書（事業所） 

 

【課題】 

市内事業所における雇用機会の創出 

求職者と求人企業のニーズのマッチング 

子どもの頃からの職業意識の醸成 

早期の離職 

57.4%

41.2%

31.1%

19.6%

15.5%

12.2%

10.1%

4.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

早期の離職

人材の確保

即戦力になる人材の不足

新入社員育成

職種のミスマッチ

職務命令の不履行

人間関係のトラブル

その他

（N=148）

図 若者を雇用するうえでの問題 
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本計画では、総合計画が目指す市民一人ひとりが主役のまちの実現に向け、働

く意欲を持つすべての人の希望が実現されるように支援し、誰もがいきいきと働

くことのできる雇用・労働環境の実現をめざすことを基本理念に掲げます。 

 

 

 

 

 

 

基本方針 事業の方向性と主な取組 

１ 性別や年齢、障がい等に関わらず 

その人らしく働くための就労支援 

働く意欲のある人がその個性と能力

を十分に発揮し、その人らしく働き続け

られるように雇用・就業機会の確保及び

職業能力開発や職業相談、情報提供の充

実に取り組み、多様な人々の就労を支援

します。 （１）雇用・就業促進と安定 

◎ワークサポート宝塚の充実 

（高齢者相談窓口設置の検討、情報発信の強化） 

◎高年齢者就業機会の確保 

（シルバー人材センターへの運営支援） 

（２）ダイバーシティの推進 

◎男女の家庭責任と就業の両立支援 

（女性の再就職支援及び男性の家庭参画への啓発） 

◎市障害者就業・生活支援センターの

充実 

（障がいのある人の就業及び就業生活の支援） 

（３）産業振興と雇用・就業機会の拡大・創出 

・企業活動支援事業 

２ 一人ひとりの働き方の希望を 

実現する雇用・労働環境づくり 

ワーク・ライフ・バランス、働き方の

見直しや男女共同参画、均衡待遇の実現

に向けた労働関係法規遵守に関する啓

発等を推進し、併せて就労者が仕事を継

続できるよう保育及び介護サービスの

充実を図り、仕事と生活の両立を支援し

ます。 （１）ワーク・ライフ・バランスの実現 

◎保育実施事業 

（待機児童の解消及び延長保育などの多様な
保育需要への対応） 

◎仕事と生活とのバランスのとれた生

き方の啓発 

（セミナー実施等による啓発） 

・在宅介護実態調査 

《基本理念》 

働く意欲を持つすべての人の希望の実現に向けて支援し、 

誰もがいきいきと働くことのできる雇用・労働環境の実現をめざします 

        労働施策推進に向け目指すべき方向と具体的な取組 ３ 
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基本方針 事業の方向性と主な取組 

３ 安心して働くことができる 

職場づくり 

労働関係法規の遵守や労働災害の防

止、労働者の健康面に配慮するよう啓発

を推進します。また、厚生労働省の「個

別労働紛争解決制度の施行状況」による

と、いじめ・嫌がらせなどに関する労働

相談が多くなっていることから、防止に

関する啓発を行うとともに、相談窓口の

周知を図ります。さらに、労働実態調査

を実施し、働くことに対する市民の意識

や市内事業所の現状を把握し、今後の労

働施策に生かします。 （１）労働者の権利擁護及び労働実態の

把握の推進 

・入札契約制度における、雇用・労働

者福祉に関する評価手法の検討 

・労働関係法規（労働契約法、労働基準

法、労働安全衛生法等）の遵守の啓発 

・労働実態調査の実施 

４ 関係機関等との連携強化 

働く意欲を持つすべての人への就労支

援を着実に推進していくために、公共職

業安定所、労働基準監督署、県及び県の

関係機関、シルバー人材センター、宝塚

商工会議所、宝塚市社会福祉協議会、学

校、ＮＰＯ等との連携を強め、労働者を

取り巻く様々な問題に迅速に対応すると

ともに、より良い雇用・労働環境の実現

に向けて互いに協議し、協力体制を築き

ます。 

（１）関係機関等との連携強化 

◎人材不足解消就労支援事業 

（面接会やセミナーを開催するなど、人手不

足が課題となっている業種における就労支

援） 

・国と一体となった支援体制の構築 

 

 

※重点取組には、前に◎を付けています。本市では、総合的・計画的にまちづくりを進める

ための指針として宝塚市総合計画を策定し、将来の市のあるべき姿とそれを実現するために

やるべきことを示し、市が策定する最上位の計画に位置づけられています。現在の指針であ

る第５次宝塚市総合計画後期基本計画において、高齢者、障がい者、女性、若者への就労支

援やワーク・ライフ・バランスが確保できる職場環境の実現などが、重点的な取組として位

置付けられているため、本計画においても重点取組として定めます。
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（１）計画の推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画の進行管理 

 「ＰＤＣＡ」の観点から計画に定めた施策についての進捗状況の把握、計画の

進行管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

         計画の推進体制 ４ 

庁内の他部局、関係機関等との連携 

就労サポート、広報・啓発 

キャリア教育 

働く意欲をもつ 

すべての人 
事業所 子どもや 

学生 

雇用・労働をめぐる認識の共有、連携 

 

 

 

 

●シルバー人材センター ●宝塚商工会議所 

●宝塚市社会福祉協議会 ●学校 

●ＮＰＯ    ・・・等 

       

宝塚市 

●商工勤労課及び関係各課 

計画の進行管理 労働実態調査の実施 

公共職業安定所 

労働基準監督署  （    ） 国 兵庫県・関係機関 

 計画の理念及び目標を定め、働く意欲をもつすべての人の就労支援に
向けて具体的な施策の方向性を定めます。 

計画（Plan） 

 評価等の結果をふまえ、必要に応じて適宜

計画の見直しを行います。 

改善（Act） 

 
 計画の内容をふまえ、事業を実施します。 

実行（Do） 

 

 計画の進捗状況について毎年その実績を把握して各会議へ報告、評価、
分析を行います。計画期間中に労働実態調査を実施します。 

評価（Check） 
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相談窓口等（平成 29年（2017年）３月現在） 

 機関 住所・電話番号等 

求人閲覧、職

業相談 
ワークサポート宝塚 

宝塚市栄町２-１-２ ソリオ２ ７階 

電 話：０７９７-８１-４４００ 

ＦＡＸ：０７９７-８１-４４０２ 

若者・女性の

就労支援 

宝塚地域若者サポートス

テーション 

宝塚市栄町１-１-９ アールグラン宝塚２階 

電 話：０７９７-６９-６３０５ 

ＦＡＸ：０７９７-６９-６３１５ 

若者しごと相談ひろば 

宝塚市栄町２-１-２ ソリオ２ ７階 

ワークサポート宝塚内 

電 話：０７９７-８１-４４０３ 

ＦＡＸ：０７９７-８１-４４０２ 

高齢者の就

業支援 
宝塚市シルバー人材センター 

宝塚市小浜２-１-１  

電 話：０７９７-８１-７０００ 

ＦＡＸ：０７９７-８１-７０４０ 

障がい者の

就労支援 

宝塚市障がい者就業・生活支

援センター あとむ 

宝塚市売布東の町１２-９ こむの事業所内 

電 話：０７９７-２６-７８１９ 

ＦＡＸ：０７９７-２６-７８２１ 

労働相談 

労働問題相談 

（宝塚市市民相談課内） 

宝塚市東洋町１-１ 

電 話：０７９７-７７-２００３ 

労働条件相談ほっとライン 電 話：０１２０-８１１-６１０ 

総合労働相談コーナー 

兵庫労働局 

神戸市中央区東川崎町１丁目１番３号 

神戸クリスタルタワー１５階 

電 話：０７８-３６７-０８５０ 

ＦＡＸ：０７８-３６７-３８５４（兵庫労働局 

雇用環境・均等部 指導課） 

 

西宮労働基準監督署 

西宮市浜町７-３５ 西宮地方合同庁舎３階 

西宮労働基準監督署内 

電 話：０７９８-２６-３７３３ 

ＦＡＸ：０７９８-２６-３７９９ 
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